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令和２年度環境学習会実施結果 

 

１ 潟上市立出戸小学校での状況 

実施日 ： 令和２年１１月９日  参加者 ： ６年生４８名 

 

 

２ 男鹿市立北陽小学校での状況 

実施日 ： 令和２年１１月１０日  参加者 ： ５年生２名、６年生８名 
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３ 参加した児童の感想 

○ 環境学習会で、最近の環境問題は世界規模で起こっていることが分かりました。環境を守

るためには、「省エネを進めよう」、「ごみになる物は増やさない・ごみの分別を徹底しよう・

集団回収に参加しよう」などできることから始めることが大切で、これからの生活に生かし

ていきたいです。 

○ 環境学習会で印象に残ったことは、街中のごみが川や海へ流れて環境汚染や海の生き物の

命に関わってしまうことです。また、ごみの分別や海に流れ出たごみの様子、発電の仕組み

についての実験が分かりやすくて心に残りました。今、地球温暖化が世界で問題視され、環

境について考える機会が増えていますが、今回学んだことを実践して、少しずつでも環境を

良くしていきたいと改めて思いました。 

○ 環境学習会の話の中で、海岸に漂着するごみの９８％が国内のもので、２％が国外のもの

だったという調査結果を聞いて、すごく驚きました。そのあと、自分でできることは「ごみ

を分別すること」だと思ったので、親に話をして、家族でごみの分別を頑張ることにしまし

た。これからも環境を大切にしたいと思いました。 

○ 環境学習会で心に残ったことは、細かくしたプラスチックが水道水の中では沈んでいたの

に海水では沈まなかったり、別のプラスチックは海水でも沈んだままだったりで、おもしろ

かったです。また、今回分かったことのうち私ができることは、「節電に努めること」と「ご

みになる物は増やさない・ごみの分別をする」ということだと思いました。たくさんの発見

がある楽しい学習会でした。 

 

４ 学習会の効果 

両学校の先生に依頼して、学習会を開催してから一週間後のホームルームの時間に、アン

ケート調査を実施しました。（グラフ参照） 

  

 

なお、学習会の実施にあたり、御協力いただいた秋田県教育庁中央教育事務所、NPO 法人環

境あきた県民フォーラムには、心より感謝申し上げます。 


